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彗　星　だ　よ め

　既報の如く、今年ば去ろ一・月十二日Wバー

デ氏が本年最初の彗星獲見者ごし“〈　．タ1・JV

薄星な獲見しs次いで同一月十六日に南アフ
リカのプラスエイト氏が薪蜂星な獲見しナこ。

島の二星ば年初の天界を賑ばけこが、何れも

距離が温くなって、程なく観測が不可能Sな

り彗星界叔暫らく寂れアこ。ビころが近頃にな

つ▼て、：又々、新しい謬…見｝悩準艮ぜられろ；r！S

なつアこ。

コブi彗1星一」比の星、が今年初めに近日黒雲

心通過すろ筈であるこ細工本誌第61號第79頁

にも記しナこ所であるが地球からの距離が恥い

ので護見される見込み匡少ないs思にれ7こ。

しかろ（：、流石に此の道の熟練家であるマク
ス。チルフ（Max　Wolf）Jlk　（t　．，例の．“　／　7”　iv

ベル・ヒ天文塵の強力なる爲眞機により、去ろ．

七月十三日又時5，2分（萬國時）に、

　赤経11’・17m12・　赤緯（北）18。14t

の所に此の球星た襲漏し7こrtいふ通知が最近
届いナこび光度lt16geである。之れで見るS今
年度の近日黙通過は一月27・15日tなろ。しか

し上記の様な微光星であろから、世界最：強力

の反射鏡寵眞によらなければ此の星ltan測蹟

來ない。一二の星ば部ち1926cご呼ばれ，ろ
筈である．。

ブインレイ鶉…星＿此の星も亦今年中

に近日鮎を通過する筈であ・嵐其の日附ば六

月末らしいから、獲見ば非常に困難で［tある

まいrsrいふmpうなごぜな本誌第61號第80頁に

罰し710大英天愈愈今（British　AstronomicaI

Associat【on）の年報（Han〈1book）にも、臨の

星の近日鮎通過な六月二十三日tして位置線
報な公表．してみろ。しかる［：、去ろ六月、東

京の神田氏よりの通知によれば、蓮沼左千男

並に此の呈⑳第四國出環の時（京都の佐々木

哲夫氏が護航しナこ蒔）の諸所の天交塞での観

測、即ち

　　1919Sf－ll月13日　佛國ベサンソンで

1襯1｝農高職及び

　　認20響、1坤・聞所
の観測彪材料書して新ナこに此の星の軌道：な算

置1し、術ほ示申田氏1ば1920年一月17日から1926

年六月十五日までの問に此の星が木星から受
けナこ撮i動た計算：して、今年度の最も眞に近い

軌道を矧こ。（iLkの事lt＊・會プ・ノテン第7磯

に記して既に内外に通知し六〇）蓮i沼氏の軌溢

要素X、（1919年の春分黙こ櫨れ・ば）

　近日鮎通過

近日黒占の弓｝数

昇交黒占の黄経

軌道諭の傾斜角
離心角
毎日の平均蓮動角

1919年十月15日48261
　　　（グリニチ時）
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であって、神田氏が計算しナこ本年度の軌道に
1926年6月15・0日（萬國時）の時に於いて、

ZF均の進度（M）

近日瓢の引数
昇交黒占の黄経

軌道面の傾斜角
離心角
毎日のZfS・均蓮動角

公韓週期
近日黒占通過の日口：

騨田氏は写れた基礎写して六，

月間の位置豫報を獲表し、親測家の奮起た促
しナこ。（プソテン第77號）

　しかろに、去る入月四日の我が諸新聞［乱

ナウエン無線報亡して、ナこy“漠然ぜ「ブイン

レイ鉾星がドイツで観測されてるろ」；定た

報じ、ついで、翌日、吾人にコペンハーグン
の天文電報中央局からの公報な得プこ。；其れに

よるS、此の彗星匡ハンプIVグのべルグドノレ

フ野郎蔓のシトベ（Stobbe）氏が去ろ八月三

目に獲見しプこものであって、其の獲見位置に

うし座で、
　赤経4h　3rn4S・’赤緯17。48’（北）

であり、光度ば11・5級であろ。由れによって

見るに、門口鮎の通過ば本年8月7・9日らしく

部ち紳田氏の豫報［Xr日以内に隔て漉中じ（

みろこビ亡なる。之れば示畑鼠の7こめに祝す

べきこ亡である。
　自分匡、去ろ入丹の申旬、鳥取曲浦富海岸

に出張澱在申、中村要氏漢書共に此のブイン

レイ　999Ae見fzo光度ほ可なり淡く、約十級

であっプこO

　一庇の星ば故佐々米哲夫君が第四回出現
期に、1919年10月250に嚢見しナこもので、實

に我が國最初の彗星獲見駝録であっ7こ。一

今年に之れが1929d彗星でめる。（山本）
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